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研究成果の概要（和文）：公教育の設計・構想に際しての、共通了解可能な構想指針原理を持たないために混迷
を続けてきた、近年の教育改革・構想、さらには教育学それ自体の問題を根本から克服するための「教育学のメ
タ理論体系」を体系化した（『学問としての教育学』日本評論社、2022年）。また、このメタ理論体系に基づい
た、具体的な研究や実践理論群の例示も展開することができた（「公教育の本質に基づく学びの構造転換の効果
測定ツール」2022、等）。
　

研究成果の概要（英文）：I have systematized a "meta-theoretical system of pedagogy" to fundamentally
 overcome the problems of recent educational reforms and concepts, as well as pedagogy itself, which
 have been confounded by the lack of commonly understood conceptual guiding principles for the 
design and conception of public education（Pedagogy as an Academic Discipline, 2022）. In addition, 
I was able to develop examples of specific research and practical theories based on this 
metatheoretical system(A tool for measuring the effectiveness of structural transformation of 
learning based on the nature of public education, 2022).

研究分野： 教育哲学

キーワード： 教育学のメタ理論体系　公教育＝教育学の構想指針原理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
上記メタ理論体系は、教育学の哲学部門、実証部門、実践部門、それぞれのメタ理論を解明することで、教育学
を高度な総合学問、応用学問へと発展させるものである。国内外の多くの教育哲学者がこれまで挑戦しながら
も、十分に成し遂げることができなかった研究であるという意味において、相応の学術的意義を有しているもの
と考える。また、上記メタ理論体系は、教育構想の指針原理を解明するとともに、教育学がその指針原理に沿っ
た実証研究や実践理論・方法の開発をすることを可能にするため、たとえば国や自治体の教育政策に重要なイン
パクトを与えることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
①教育改革等、教育構想の際の指針原理の不在（社会的・学術的背景） 

 公教育とは何か、そしてそれは、どうあれば「正当」といいうるか。これは教育学の学問的ア

イデンティティにかかわる問題であるが、近年教育学は、この問いに明確な指針を打ち出せず、

「規範欠如」の問題に行き当たっていると指摘されている（広田 2009）。何をもって教育の現状

を「問題」とし、どのような改革であれば「正当」といえるのか。この指針なき改革は、これま

で、教室レベルから行政・制度レベルに至るまで、さまざまな教育現場の混乱を引き起こしてき

た。 

 こうした現状を踏まえて、公教育の本質や「正当性」の原理（本研究では両者を併せて公教育

の「構想指針原理」と呼ぶ）を解明する研究が、Guttmann（1987）や宮寺（2004、2008）らによ

って行われてきた。しかしその研究はまだ途上にあり、公教育の「構想指針原理」の解明は、課

題として提起されるにとどまってきた。 

 この「構想指針原理」欠如の問題は、さらに、教育学諸領域のいわゆる「細分化」の問題を深

刻化させる問題も生じさせている。今日教育学は、そもそもどのような教育を構想すれば「よい」

といいうるかというまさに「構想指針原理」を欠いてしまっているがゆえに、膨大かつ多様な諸

研究蓄積を、いかに相補的・協同的、そして整合的に活かし合うことができるか、また活かし合

っていけば「よい」のか、その共有可能な指針・理路を見失ってしまっているのである。教育学

の現実の教育構想力が、著しく減退してしまっていると指摘される所以である。 

 

②報告者自身の研究の進展 

 こうした現状を受けて、報告者はこれまで、まず公教育の構想指針原理の解明を行い（2010〜

12 年度科学研究費若手研究（B））、続いて、その構想指針原理に基づく実践理論体系化のための

メタ方法論（教育学のメタ理論体系）研究を行ってきた（2014〜17 年度科学研究費若手研究（B））。

その結果、公教育の「本質」は、「各人の〈自由〉および社会における〈自由の相互承認〉の〈教

養＝力能〉を通した実質化」、そしてその「正当性」原理は、〈一般福祉〉の原理と定式化される

ことを明らかにした。この「原理」は、近年地方教育行政等における指針原理としても取り入れ

られており、その過程において、その実践的有効性の検証研究もなされている（山口 2011）。続

く「教育学のメタ理論体系」研究においては、教育学の 3部門、すなわち「目的・規範部門」「実

証部門」「実践部門」の 3部門を整合的に関連づけるメタ理論体系を明らかにしたが、これによ

って、上記「構想指針原理」を実質化するための実践理論群を導出するメタ方法論が明らかにな

った（苫野 2017）。 

 
２．研究の目的 
 以上から、本研究の目的は次の新たな課題に焦点化されることになる。すなわち、①上記「教

育学のメタ理論体系」を一定程度完成させるとともに、②このメタ理論体系に基づいた教育学研

究のあり方、および、実践理論群展開のための理路を例示しつつ明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 上記①については、これまでの報告者の研究を進展する。②については、公教育の「構想指針

原理」として解明された〈自由〉〈自由の相互承認〉〈一般福祉〉の各原理が、何をもって実質化

されたといいうるか、その指標を解明・提示する。 



 
 
 
４．研究成果 

 上記①の成果は、『学問としての教育学』（日本評論社、2022 年）に結実させることができた。

その成果を図にまとめると以下のようになる。 

 

 
 

 上記②については、東京都杉並区教育委員会主任研究員・山口裕也氏の協力を得て、「公教育

の本質に基づく学びの構造転換の効果測定ツール」（2022）の開発を通して果たすことができた。

これは、上記メタ理論体系における哲学部門のメタ理論Ⅰ（公教育の本質およびその正当性の原

理）、および実証部門のメタ理論Ⅱ（科学性担保の理路および科学的価値の原理）に基づいて、

「何を、なぜ、どのように測定すれば、それが公教育の本質にかなっていると言いうるか」を、

「学び」のあり方に焦点化して明らかにし測定ツール化したものである。この測定ツールは、す

でに、報告者が総合アドバイザーを務める名古屋市における「ナゴヤスクールイノベーション事

業」等において活用されている。 
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みらいの教育ー学校現場をブラックからワクワクへ変える

愛

ほんとうの道徳
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「学校」をつくり直す
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子どもたちに民主主義を教えよう

校則が変わる、生徒が変わる、学校が変わる

中高生のための文章読本

道徳は本当に教えられるのか

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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